
学校番号 １１０ 

平成 31年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 保健 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 「現代高等保健体育」 （大修館書店） 

副教材等 現代高等保健体育ノート （大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・生涯にわたり健康に過ごすためにはどうすべきかを知る。 

・保健・医療制度や地域の保健センター、医療機関などを適切に利用できるようになる。 

・我が国や世界では健康課題に対応して様々な保健活動や対策が行われていることを知る。 

・社会生活における健康の保持増進には、環境や食品、労働などが関わっていることを学ぶ。 

 

２ 学習の到達目標 

・生涯の各段階においての健康についての課題があり、自らこれに適切に対応する必要があること

及び我が国の保健・医療制度や機関を適切に活用することが重要であることについて理解できるよ

うになる。 

・社会生活における健康の保持増進には、環境や食品、労働などが関わっていることから、環境と

健康、環境と食品の保健、労働と健康にかかわる活動や対策が重要であることについて理解できる

ようになる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生涯の各段階において健康に

かかわる様々な問題があり、健

康に生きていくためには生涯

の各段階における健康課題に

関心を持ち、適切に場面に応じ

て行動できる力を養う。社会生

活における健康の保持増進に

は、個人だけでなく取り巻く自

然環境や社会制度、活動などが

関わっていることに関心を持

ち、個人としての取り組もうと

する。 

生涯の各段階において健康にかか

わる様々な問題があり、健康に生

きていくためには生涯の各段階に

おける健康課題を自ら考えてい

る。社会生活における健康の保持

増進には、自然環境やそれを良好

に維持するために自ら積極的に個

人のレベルで考え行動している。 

生涯の各段階において健康にかかわ

る様々な問題があり、健康に生きて

いくためには生涯の各段階における

健康課題を知る。社会生活における

健康の保持増進には、自然環境やそ

れを良好に維持するために自ら積極

的に関わることの重要性について理

解する。 

評
価
方
法 

ワークシート 

グループ発表 

定期テスト 

ワークシート 

小テスト 

その他の成果物 

定期テスト 

ワークシート 

小テスト 

その他の成果物 

上に示す観点に基づいて、学期ごとに１００点法で評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の 

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b ｃ 

１
学
期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

思春期と健康 

１．思春期の体と健康 

２．思春期の心と健康 

 〇 〇 

a:思春期における心身の発達や

健康課題に興味を持つ。 

b:男女の心理面・身体面の違いを

理解し説明できる。 

c:男女の心身の思春期における

発達の違いを説明したり記述し

たりできる。 

ワークシート 

 

性意識と性行動の選択 

１．性意識の変化と異性の尊

重 

２．性に関する情報と性行動 〇 〇 〇 

a:男女における性意識の違いや

個人差があることに興味を持つ。 

b:性に関する行動について自分

の考えや、責任ある正しい判断が

できる。 

c:性差による違いを知り、異性に

対しての接し方を理解する。 

ワークシート 

結婚生活と健康 

１．心身の発達と結婚生活 

２．結婚生活と家族の健康 

〇 〇 〇 

a:健康な結婚生活を送るには心

身の発達が重要であることに関

心を持ち取り組む。 

b:結婚生活における心身の発達

の重要性について説明できるよ

うにする。 

c:結婚生活の様々な出来事にお

いて健康の重要性を知り、お互い

の健康課題を理解する。 

ワークシート 

妊娠・出産と健康 

１．受精・妊娠・出産 

２．妊娠・出産期の健康のた

めに 
 〇 〇 

a:受精・妊娠・出産のメカニズム

について関心をもち、命の大切さ

について考える。 

b:受精・妊娠・出産の一連の過程

を説明することができる 

c:受精・妊娠・出産の過程を知る

ことで、胎児・母体の心身の健康

課題を理解する。 

ワークシート 

家族計画と人工妊娠中絶 

１．家族計画の意義と避妊法 

２．人工妊娠中絶 

〇  〇 

a:家族計画の意義を知ることで、

命の尊厳について考え取り組も

うとする。 

b:家族計画の必要性を知り、その

重要性を説明できる。 

c:家族計画の意義を理解し、人工

妊娠中絶についても併せて説明

できる。 

 

ワークシート 



加齢と健康 

１．加齢にともなう心身の変化 

２．中高年期を健やかに過ご

すために 

〇 〇 〇 

a:生物としての加齢のメカニズ

ムについて関心を持ち、ライフス

テージおける健康課題に取り組

もうとする。 

b:加齢現象について説明ができ、

今後の各ライフステージおいて

の健康課題を知り、説明できる。 

c:加齢にともなう心身の変化に

ついて生理的現象として理解し、

それぞれのライフステージにお

いての健康課題を記述し説明で

きる。 

ワークシート 

２
学
期 

高齢者のための社会的取り組

み 

１．高齢者の健康課題とその

支援 

２．すべての人が健康で安心

に暮らすための取り組み 

生涯にわたる健康づくり 

 

〇 〇 a:高齢者社会の心身の健康を支

援するための社会的対策を知り、

取り組もうとする。 

b:高齢者の心身の健康を支援す

るための社会的対策が種々おこ

なわれていることを説明できる。 

c:高齢社会を健康で活力のある

ものにするためには保健・医療・

福祉の連携が重要になっている

ことを理解する。 

ワークシート 

保健制度とその活用 

１．保健行政の役割と健康づ

くり 

２．保健サービスの活用 

 

〇 〇 a:私たちが病気を予防し、健康を

保持増進するためには、保健制度

を自分に関わるものとして理解

し、取り組もうとする。 

b:健康を保持増進するためには

様々な保健制度があることを知

り、説明できる。 

c:生涯のあらゆるライフステー

ジにおいて保健制度の活用を行

うことで豊かな生活になること

を理解する。 

ワークシート 

医療制度とその活用 

１．医療制度と医療保険のしく

み 

２．医療機関と医療サービス

の活用 

 

〇 〇 〇 a:わが国には医療に関するさま

ざまなしくみが整備されて自ら

が健康を保つ上で大きな支えに

なっていることを知る学習活動

に取り組む。 

b:わが国の医療制度や医療保険

のしくみを知り、説明できる。 

c:医療制度や医療保険、医療サー

ビスを知り、生涯にわたり活用す

ることの必要性を理解する。 

ワークシート 



医薬品と健康 

１．医薬品の種類と使い方 

２．医薬品の安全性のための

対策 

 

〇 〇 a:生涯を通じて健康であるため

には、医薬品の使い方やさまざま

なしくみを理解し活用できるよ

うに取り組む。 

b:医薬品の正しい使い方や危険

性を理解し、説明できる。 

c:生涯にわたり医薬品と上手な

かかわり方、それと同時に医薬品

にかかわる社会的な側面を知り

理解する。 

ワークシート 

  

さまざまな保健活動や対策 

１．健康づくりのための活動 

２．民間機関の保健活動 

３．国際機関の保健活動 

〇  〇 a:健康には個人の行動だけでな

く、それを支援する社会的環境や

資源が必要であり個人レベルで

取り組もうとする。 

b:さまざまな保健活動や対策が

あることを知り、その必要性につ

いて説明できる。 

c: 健康には個人の行動だけでな

く、それを支援する社会的環境や

資源が必要である。そのためには

環境を改善したり、健康づくりを

支援するさまざまな保健活動が

不可欠であり、日本だけでなく世

界的にどのような保健活動が行

われているのかを理解する。 

ワークシート 

３
学
期 

社
会
生
活
と
健
康 

大気汚染と健康 

１．大気汚染の原因と健康 

２．大気にかかわる地球規模

の問題 

〇 〇 〇 a:大気汚染の汚染源と汚染物質、

それによる健康被害を知り私た

ち自身の生活でできることに取

り組む。 

b:大気汚染の汚染源と汚染物質

による健康被害を理解し説明で

きる。 

c:大気汚染による健康被害を理

解し、また技術の開発や法的な整

備によって改善されてきたこと

によってこんにちでは私たち自

身の生活のあり方が問われてい

ることや、私たちの考え方や行動

が環境対策技術の向上や規制の

強化につながっていることを理

解する。 

 

ワークシート 



水質汚濁・土壌汚染と健康 

１．水質汚濁とその健康影響 

２．土壌汚染とその健康影響 

３．大気汚染、水質汚濁、土

壌汚染のかかわり 

〇 〇 〇 a:水質汚濁や土壌汚染による環

境・健康被害について知り、自ら

改善に取り組む 

b:水質汚濁や土壌汚染の原因に

ついて理解し、それによる健康影

響について説明できる。 

c:産業排水による水質汚濁の実

態と対策、土壌汚染による農業被

害や健康被害の実態を理解する。 

ワークシート 

健康被害の防止と環境対策 

１．環境汚染の防止とその対

策 

２．産業廃棄物の処理と健康 

〇 〇 〇 a:環境汚染の防止と対策には多

段階性や多元性が求められ、私た

ち自身も個人のレベルでできる

ことに取り組もうとする。 

b:環境汚染を防ぐための対策や

取り組みについて説明できる。 

c:環境汚染による人体への影響

を理解し社会政策や個人ででき

ることについて羅列するだけで

なく取り組みの結果や現状につ

いても理解する。 

ワークシート 

環境衛生活動のしくみと働き 

１．ごみの処理 

２．上下水道の整備とし尿の

処理 

〇 〇 〇 a:私たちが健康的な日常生活を

送る上でごみやし尿を衛生的に

処理したり、上下水道を整備する

ことが不可欠であることを知る

ことに取り組もうとする 

b:衛生的な生活を送る上で、上下

水道やし尿処理に対しての対策

やしくみを説明できる。 

c:私たちの健康的な日常生活を

送る上で、衛生的な環境がもたら

す影響を理解する。 

ワークシート 

食品衛生活動のしくみと働き 

１．食品の安全性 

２．行政や製造・加工者による

衛生管理 

〇 〇 〇 a:食品の安全を守るために、行政

や生産者が果たさなければなら

ない役割について知り、私たちが

何に意識しなければならないか

について取り組もうとする。 

b:食の安全について我々消費者

が何に気をつけなければならな

いかを説明できる。 

c:食品の安全を守るための対策

や生産・加工から流通の過程でさ

まざまな衛生管理がなされてい

るかを理解する。 

ワークシート 



食品と環境の保健と私たち 

１．食品の安全と私たちの役

割 

２．環境の保健と私たちの役

割 

〇 〇 〇 a:消費者が安全な食品を確保し、

環境を汚染しないためにどうす

べきかについての学習活動に取

り組もうとする。 

b:食品の安全性を確保する対策

や環境汚染予防対策について説

明できる。 

c:食品の安全性の確保と環境汚

染しないための取り組みについ

て理解し記述できる。 

ワークシート 

働くことと健康 

１．働くことと健康のかかわり 

２．働き方と健康問題の変化 

〇 〇 〇 a:将来自身が働く上において、健

康を保つためにはどうすべきか

を考える学習活動に取り組む。 

b:働き方が多様化している中で

私たちが健康を維持していくた

めにはどうすべきか説明するこ

とができる。 

c:働くことの重要性と一方でそ

れが原因で健康を損なうことが

あることを理解する。 

ワークシート 

労働災害と健康 

１．労働災害とその防止 

２．安全管理と健康管理のしく

み 

〇 〇 〇 a:労働災害、職業病とは何かを知

り、その原因とその対策について

の学習活動に取り組もうとする。 

b:労働災害、職業病についての基

本的な原因や対策について説明

できる。 

c:労働災害などの原因や対策に

ついて学び、防ぐための安全管理

の重要性について理解する。 

ワークシート 

健康的な職業生活 

１．職場における取り組み 

２．日常生活における取り組

み 

〇 〇 〇 a:健康的な職業生活を送る上で、

職場での方策などについての学

習活動に取り組もうとする。 

b:職場における健康増進活動に

ついてのさまざまな取り組みに

ついて説明できる。 

c:健康的な職業生活を送る上で、

職場環境だけでなく日常生活に

おいての過ごし方も重要である

ことを理解する。 

ワークシート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断   c:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


